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タッチケアとは、手をあてたり、やさしく撫でたり、あるいは、オイルを使って地肌

にマッサージするなど、赤ちゃんから高齢者まで、老若男女、家族間ケアや対人援助と

して活用される「触れる」ケアの総称です。 

 

一般的に、タッチケアの効果には、心理的・生理的・社会的な効果として多彩な広が

りが期待されますが、その根幹となる2つの柱には、「リラクセーション」と「身体感

覚への“気づき”を促す」効果があります。タッチケアの実践の現場において、これら

2つの効果は互いに支えあい、影響しあうものです。人に触れられることで、触れるそ

の手を通じて、受け手は自分自身の感覚に「気づく」ことができます。それは、自分自

身が「今・ここ」で確かに存在しているという感覚を育み、自分自身のからだの広がり

感、重み、あるいは、他者とつながり、一人ではないという感覚としても体験されます。

さらに、その体験はリラクセーションを一層深め、心地よさや安心感の基盤となってい

きます。 

 

しかし、このように、他者に触れられることで感じる身体感覚のへの気づきは、受け

手一人一人の固有の「感じ方」に左右されます。すなわち、触れられてどのように感じ

るのかは、一人一人、一瞬一瞬異なり変化していくということです。施術の実践におい

て、意識的にも無意識的にも、触れる者と触れられる者が互いに影響しあいながら、そ

の微妙な感覚のズレを行き来し、触れる感覚を通じてフィードバックを繰り返しながら、

施術は進められていきます。なぜならば、「触れることは、触れられること。一方的な

能動でも、一方的な受動でもない」というタッチそのものの性質があるからです。施術

者は受け手に触れると同時に触れられ、そして、癒すと同時に癒され、あるいは、支え

られ、そうやって受け取ったものを再び与えていくという相互的な循環が現象として起

こっています。 

 

このシンポジウムでは、タッチケアによって生み出される「心地よさ」「ほっとする

安心感」、寄り添いの技法のあり方が、「触れる/触れられる」という二者間の関係性

の中で、両者の内受容感覚がどのように影響を及ぼしあうのかを考察する契機をご提示

できれば幸いです。 
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